
100% 
何度も感染と発病を繰り返します。

化した場合、

生まれてくる赤ちゃんをRSウイルス感染症から守るために
妊娠中のワクチン接種をご検討ください

ワクチン接種について

接種期間：妊娠 28週0日～36週6日

接種方法：1回 筋肉内注射

接種費用：妊娠毎無料

持ち物：本人確認書類、母子手帳

RSウイルス感染症とは？

RSウイルスとは、乳幼児の多くが感染する身近なウイルスです。

飛沫や接触により感染し、 1歳までに ％以上 2歳までに ほぼ ％
の乳幼児が、少なくとも1回は感染するといわれています。

多くは風邪のような症状が数日続き、軽症で回復します。

しかし、重症化すると 細気管支炎 や 肺炎 などを起こすことがあります。

〒582-8555 柏原市安堂町1番55号

柏原市役所健康づくり課 ☎072-920-7381

✉kenkofukushi.city.kashiwara.lg.jp

問合せ先 詳細はこちら

市内実施医療機関及び他市町村での接種に関しては裏面をご確認ください

事前に知っておいて欲しいこと

〇接種を受けた日から14日以内に出生した乳児への有効性は確立していないため、

妊娠38週6日までに出産を予定している場合は医師に相談してください。

〇接種を受けたことによって、妊娠高血圧症候群の発症リスクが上がるという報告がある

ため、妊娠高血圧症候群の発症リスクが高いと医師に判断された方や、今までに

妊娠高血圧症候群と判断されたことがある方は、接種医療機関にご相談ください。

※上記以外にも、様々な接種に注意が必要な方がおりますので、詳細は別紙「説明書」をご確認ください
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化した場合、

【中河内医療圏予防接種相互乗り入れ】
八尾市・東大阪市内の実施医療機関でも事前申請不要で接種できます。

医療機関で予約した後、接種日までに健康づくり課へご連絡ください。

【上記以外の市で接種希望の場合】

八尾市実施医療機関はこちら⇒

他市で接種するためには、事前に依頼書交付申請が必要です。
接種当日、一度全額自己負担となることをご了承ください。
事前確認から接種までの手順は以下のとおりです。

【依頼書申請前の事前確認】
1.接種を希望する医療機関に、下記項目について確認する

➢接種希望する予防接種が実施可能であるか

➢他市区町村に住民登録がある人でも接種可能か

2.接種を希望する市区町村の予防接種担当部署に、下記項目について確認する

➢依頼書の宛名は、市区町村長宛か医療機関宛か

【依頼書申請から発行・接種までの手続き】
1.以下の方法で申請する

➢窓口での申請

➢予防接種実施依頼書交付申請書を記入し、郵送で申請

➢ウェブサイトから、申請フォームに必要事項を入力・送信し申請

※申請後、郵送で依頼書交付を希望する場合、110円切手が必要です。

※依頼書の作成には2週間程度の期間を要します。早めの申請をご検討ください。

2.「定期予防接種実施依頼書」の交付を受け、以下の持ち物を接種予定医療機関に持参し、
予防接種を受ける

【接種当日の持ち物】

□定期予防接種実施依頼書 □本人確認書類 □母子健康手帳

□柏原市の予診票（医療機関にあるものでも可）

3. 予防接種後、自費で支払いを行い、領収書・明細書（接種内容が記載されているもの）、

柏原市の予診票の原本またはコピーをもらう

その後の償還払い（払い戻し）の手続きに関しては、詳細を「定期予防接種実施依頼書」と共に交付し
ますので、そちらをご確認ください

□予防接種費用

医療機関名 地区 電話番号 医療機関名 地区 電話番号

市立柏原病院 法善寺 972-0885 にしむら小児科 国分本町 978-6597

白岩内科医院 法善寺 971-1221
ほりもと内科
消化器クニック

国分西 976-6060

高田内科クリ
ニック

上市 972-6789
あかし内科クリ
ニック

旭ヶ丘 975-3773

※市外局番の「０７２」は省略しています。

※事前に予約が必要な可能性があります。

【市内実施医療機関】

市外接種詳細はこちら


